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消費生活のデジタル化やキャッシュレス化が進展するなか、今回の学習指導要領の改訂では自立した消費
者を育成するために，消費者教育に関する内容の一層の充実が図られた。これまで同様、持続可能な社会の
担い手を前提として、中学校家庭科における「C 消費生活・環境」領域の教材開発を目的とした。自分の
消費行動を振り返り、課題解決を図りながら主体的な消費行動を導く学びのプロセスに焦点を合わせている
ところに特徴がある。ダイヤモンドランキングやロイロノートの活用などにより、思考の柔軟性や自分の考
えを深める姿が見られ、経済社会に影響をもつ消費者の素地の育成にもつながると考えた。

キーワード：中学校　家庭科　主体的な消費者

1．はじめに
今回の学習指導要領の改訂により、中学校技術・

家庭科（家庭分野）の領域構成は、小学校との系統
性が図られ、小・中学校ともに「A家族・家庭生活」，

「B衣食住の生活」，「C消費生活・環境」の三つの
内容となっている。
「C消費生活・環境」においては，社会の変化に

対応した見直しから「持続可能な社会の構築に対応
して，計画的な金銭管理，消費者被害への対応につ
いて扱うとともに，資源や環境に配慮したライフス
タイルの確立の基礎となる内容を扱うこと」（「学習
指導要領」p.68）としている。特に、消費生活に

関しては、自立した消費者を育成するために，消費
者教育に関する内容の一層の充実を図っている。

消費者教育推進会議（消費者庁）では、現在「消
費者教育の推進に関する基本的な方針」の変更が議
論されている（第34 回消費者教育推進会議、2023
年2月27日）。このなかで「消費者を取り巻く現状
と課題」のひとつに「デジタル化の進展（商品取引・
サ―ビス利用形態、情報取得・発信の変化等）」が
あげられている（資料1-1）。

消費生活におけるデジタル化については、「社会
のデジタル化に対応した消費者教育に関する分科会
取りまとめ」（消費者庁、2021年5月）がある。消
費者による情報の入手及び発信並びに商品取引及び
サ―ビス利用の過程において、デジタルデータを用
いる比重が高まっていることが指摘されている。ま
た日々の消費生活の中の行動（買物、コミュニケー
ション、娯楽等）について、デジタル機器等を介し
た行動の比重が高まっている。

中学生の消費生活の実際についても、生徒たちの
状況（2021年）から確認できる。商品の情報を知
る方法の 71% が「インターネット」（2018 年は
32%）であり、「インターネット通販の経験」では「あ
る」と61%が回答している。
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「デジタル広告分野の取引実態に関する最終報告
書」（公正取引委員会、2021年2月） デジタル化に
対応して必要と考えられる知識・能力の基本的整理
がされていて「①情報と技術の活用能力・仕組みや
リスクの理解 ②情報を鵜呑みにしない批判的思考
力 ③情報モラル ④個人情報管理 ⑤知的財産保護」
となっている。インターネットの普及やキャッシュ
レス化の進行による消費生活におけるデジタル化に
対応する知識・能力の必要も相まって、家庭科にお
ける学びが求められていることがわかる。

そこで、本稿では、消費生活のデジタル化やキャッ
シュレス化が進展するなか、持続可能な社会の担い
手を前提として、中学校家庭科における「C 消費
生活・環境」領域の教材開発を目的とした。

2．主体的な消費者とは
消費行動は選択するという消費者の権利が最も発

揮される場面である。中学校家庭科の学びのなかで、
商品購入のプロセスがあるが、商品を選択するとい
う行動は、消費がもつ影響力の理解、消費者の社会
への参画・協働、持続可能な消費の実践につながっ
ている。商品を購入して消費するという行動は、現
在の経済社会の消費生活のしくみとして存在してい
る。どのような生活がしたいのか、そのためにどの
ような消費行動を選択するのか、自分で決めて行動
しなければならない。自分で決めて、その結果を自
分で責任を持つことが主体的な意味だとすると、主
体的な消費者とは、自分の消費行動を自分で選択し、
自分でその行動の責任を持つことになる。

どのような消費行動をどう選択し、どう責任をと
るのか。この消費者としての力を身に付けるための
基本的な学びが商品購入のプロセスととらえること
ができる。このプロセスの経験の繰り返しが、人生
における選択の際に役立つはずである。

3．主体的な消費者の育成に向けて
（1）　中学校家庭科の学習目標

今回の学習指導要領では、中学校技術・家庭科（家
庭分野）の目標は、次のとおりである。
「生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食

住などに関する実践的・体験的な活動を通して，よ
りよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）�家族・家庭の機能について理解を深め，家族・

家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活
の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、
それらに係る技能を身に付けるようにする。

（2）�家族・家庭や地域における生活の中から問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを論理的
に表現するなど，これからの生活を展望して
課題を解決する力を養う。

（3）�自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，
家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の
実現に向けて，生活を工夫し創造しようとす
る実践的な態度を養う。」

「よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創
造する資質・能力」の育成が目指され、「生活の自立」、

「課題を解決する力」、「生活を工夫し創造しようと
する実践的な態度」を「実践的・体験的な活動を通
して」育むのである。目標とする力を身に付けるた
めには、どう定着するかに課題があり、現行の授業
時間数では足りないのが実情である。

（2）　中学校家庭科の学習内容
表1は、中学校家庭科の学習内容の項目である。

表1　中学校家庭科の学習内容
領域 学習内容
A
家族・家庭生活

⑴	自分の成長と家族・家庭生活
⑵	幼児の生活と家族
⑶	家族・家庭や地域との関わり
⑷	�家族・家庭生活についての課題と

実践
B
衣食住の
生活

食生活 ⑴	食事の役割と中学生の栄養の特徴
⑵	中学生に必要な栄養を満たす食事
⑶	日常食の調理と地域の食文化

衣生活 ⑷	衣服の選択と手入れ
⑸	�生活を豊かにするための布を用い

た製作
住生活 ⑹	住居の機能と安全な住まい方
衣食住生活 ⑺	�衣食住の生活についての課題と実践

C
消費生活・環境

⑴	金銭の管理と購入
⑵	消費者の権利と責任
⑶	�消費生活・環境についての課題と

実践

出典: �文部科学省　「中学校学習指導要領（平成29
年告示）解説　技術・家庭編」

本稿で取り上げる「C 消費生活・環境」領域は、
A領域やB領域との関連を図り、題材設定すること
が求められている。また「生徒の身近な生活との関
わりや社会とのつながりを重視したもので，自己の
生活の向上とともに家庭や地域社会における実践に
結び付けること」や「持続可能な開発のための教育
を推進する視点から，関係する教科等のそれぞれの
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特質を踏まえて連携を図ること」とされている。こ
のことからもわかるように、C領域は、中学校での
学びを集大成した生活の自立の力を培う位置付けに
あるとも考えられる。その意味では、人生を想定し
た学びとも位置付けることができ、消費者市民社会
の担い手、持続可能な社会の担い手に直接関係する
学習内容を意識した題材設定が可能である。

4．「C 消費生活・環境」領域の教材開発
（1）リュックを題材として

生徒の身近な生活に関連した題材を取り上げるた
めに、何を題材として取り上げるかがポイントにな
る。そこで、日頃の生徒たちの様子を探るために先
のアンケート調査を行った結果が大切となる。

図1は、インターネット通販で購入している商品
の結果である。衣類・靴・バッグといった日常生活
で使用しているものが上位にあがったので、リュッ
クを取り上げることとした。
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 インターネットからの情報収集のシミュレーショ

ン教材を技術分野の教員の協力のもとに作成して、

自分が主体となって、どのようなリュックの購入を

希望しているのかを明確にするための準備を行った。 

この教材開発を始めた当時は、まだインターネッ

トによる情報収集は 3 割程度であったため、シミュ

レーション教材の開発は急務であった。その後、デ
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の学びの 『スタンダード』」をキャッチフレーズと
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具体の評価規準「おおむね満足できる」状況 ◇評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 態度 

１ 

自分の消費生活

を考えよう 
 ･自分の消費生活について

振り返り，問題を見いだし

て課題を設定している。 
◇ワークシート 
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者の権利と責任について，

課題の解決に主体的に取

り組もうとしている。 
◇ワークシート 

２
・
３ 

リュックがほし

い！どのように

購入するかを考

えよう 

・購入方法や支払い方法の

特徴について理解してい

る。 
◇ワークシート 
・計画的な金銭管理の必要

性や売買契約の仕組みに

ついて理解している。 
◇ワークシート 
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ジタル化の進展とともに、文部科学省によるGIGA
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情報収集が容易にできるようになっている。
（2）題材の指導計画

題材は11時間扱いとした。
表2は指導計画である。
研究の始めでは、購入のプロセスの全てに関連し、

生徒の興味があるものという条件にかなう生徒の身
近な商品とは何かを決めることに時間がかかった。

（3）題材の設定理由
インターネットの普及とキャッシュレス化の進行

に伴い，消費者被害の低年齢化が問題となっており，
子どもたちが消費者トラブルの被害に合わないよう
に適切な対応が求められている。また，学習指導要
領では，クレジットカードは三者間契約であること
や金銭の計画的な管理についての内容を取り扱うこ
とが新設された。子どもたちが契約についての理解
を深め，消費者の権利と責任を全うできるような力
を身に付けることが必要である。

子どもたちはこれからの社会の担い手として，主
体的な消費生活が送れるよう本題材の学習を通して
力をつけさせたい。また，消費生活・環境の分野の
学習を家族・家庭，衣・食・住のどの分野とも関連
を持たせて授業を行い，商品選択の場面を取り入れ，
主体的な消費行動が行えるよう生徒の消費者として
の意識を高めていきたいと考えた。

生徒の実態は、普段の生活の中でパソコンやス
マートフォンを使ってインターネットを利用してい
る生徒が多く見られるようになってきており，アン
ケートを取った中学生の6割の生徒がインターネッ
ト通販を利用したことがあると回答している。

さらに，キャッシュレス化が進んだことやポイン
トカード等のカードも普及したことで，様々な支払
い方法を経験している生徒もいる。そのため，カー
ドも金銭であることやカードを作るときに個人情報
を提供していることをきちんと理解させたい。その
ような状況を踏まえて，金銭の管理についてしっか
り考える機会を設けたり，インターネット通販や新
しい消費者トラブルについて理解し，適切な対応を
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考える時間を設けたりすることで，主体的な消費行
動ができるようにしたい。また，商品選択のための
情報収集の方法や正しい情報を取捨選択できる等，
適切な判断ができるような力を身に付けさせたい。

（4）本時の指導（8 ／ 11時間）
1）小題材名「リュックの検証をしよう」

2）目標
通学で使用しているリュックを選択した時に、情

報の収集・整理を適切に行うことができているかど
うか検証をすることを通して，購入計画を評価した
り，改善したりしている。【思考力、判断力、表現
力等】

時間 小題材名
具体の評価規準「おおむね満足できる」状況　◇評価方法

知識・技能 思考・判断・表現 態度

１
自分の消費
生活を考え
よう

･自分の消費生活について
振り返り，問題を見いだし
て課題を設定している。
◇ワークシート

２・３

リュックが
ほしい！ど
のように購
入するかを
考えよう

・購入方法や支払い方法の
特徴について理解してい
る。
◇ワークシート
・計画的な金銭管理の必要
性や売買契約の仕組みにつ
いて理解している。
◇ワークシート

①金銭の管理と購入，消費
者の権利と責任について，
課題の解決に主体的に取り
組もうとしている。
◇ワークシート

４～６

イ ン タ ー
ネット通販
でリュック
の購入を考
えよう

・消費者の基本的な権利と
責任について理解してい
る。
◇ワークシート
・インターネット通販での
購入場面を通して，バッグ
の選択や購入に必要な情報
の収集・整理についてや消
費者被害の背景とその対応
について理解しているとと
もに，情報の収集・整理が
適切にできる。
◇ワークシート

①リュックをインターネッ
ト通販で購入する場面を通
して，自分の消費生活につ
いて，問題を見いだして課
題を設定している。
◇ワークシート
②収集，整理した情報を活
用して，バッグの選択，購
入計画を考え，工夫してい
る。
◇ワークシート，行動観察

７

④環境にや
さしい買い
物とはどの
ようなもの
かを考えよ
う

・自分や家族の消費生活が
環境や社会に及ぼす影響に
ついて理解している。
◇ワークシート

②金銭の管理と購入，消費
者の権利と責任について，
課題解決に向けた，一連の
活動を振り返って，改善し
ようとしている。
◇ワークシート

８（本時）
～９

⑤ 自 分 で
使っている
リュックを
検証しよう

③自分で使っているリュッ
クの検証を通して、通学用
リュックの購入を計画につ
いて、評価したり、改善し
たりしている。
◇ワークシート、行動観察

10・11

⑥生活に役
立つものの
購入を考え
よう

④自分の生活や家族の生活
を振り返り，自立した消費
者としての消費行動につい
ての課題解決に向けた一連
の活動について，考察した
ことを論理的に表現してい
る。
◇行動観察，ワークシート

③よりよい消費生活の実現
に向けて，金銭の管理と購
入，消費者の権利と責任に
ついて工夫し創造し，実践
しようとしている。
◇ワークシート

表2　指導計画
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4）指導方針
商品選択をした時に、情報の収集・整理を適切に

行うことができていたかどうか、使用している
リュックの検証を通して、よりよい購入計画が立て
られるよう評価、改善をし、主体的に問題の解決が
できる生徒の育成を目指したい。

（5）授業提案のポイント
1） �身近な学習課題の題材の設定⇒生徒の実態⇒

リュックを取り上げた。

2） �現在使用しているリュックの検証⇒購入計画が
現実味を増し、主体的な消費行動を導く。

3） �ダイヤモンドランキングの活用⇒選択肢をいろい
ろな角度から見ることで、思考の柔軟性を育てる。

ダイヤモンドランキングは、複数の物事を比較し、
順序づけることができる思考ツールの一つである。

上にあるものほど、優先順位が上になるように設
定されていて、物事の順序づけがスムーズに行える
メリットがある。
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考える時間を設けたりすることで，主体的な消費行

動ができるようにしたい。また，商品選択のための

情報収集の方法や正しい情報を取捨選択できる等，

適切な判断ができるような力を身に付けさせたい。 

 

（４）本時の指導（８／11 時間） 

１）小題材名「リュックの検証をしよう」 

 

２）目標 

 通学で使用しているリュックを選択した時に、情

報の収集・整理を適切に行うことができている 

かどうか検証をすることを通して，購入計画を評価

したり，改善したりしている。【思考力、判断力、

表現力等】 

 

 

３)  展開 

学習の流れ 時間 教師の支援（指導上の留意点） 教材・教具 

前時の確認 

 

 学習課題の提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

      発表 

   ワークシート 

     観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 
 

１ 

 

１ 

 

 

３ 

 

 

 

１５ 

 

 

２ 

 

 

９ 

 

 

２ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

２ 

 

・前時までの振り返りをする。 

 

 

 

 

・検証するための手順を確認する。 

 ①以前考えたダイヤモンドランキングから検証表の購

入ポイントを記入させる。 

 ②良い点や問題点等の書き方の確認。 

・自分のリュックを確認しながら検証をさせる。 

・検証から気づいたこと、次に生かしたいことを記入さ

せる。 

・検証結果をグループで発表させる。発表時間は 1 人２

分間以内とし、タイムキーパーを教員が行い、全体で一

斉に発表を進めていく。 

・改善の理由を明確にして、発表させる。発表が不安な

生徒には、発表シートを活用させる。 

・友達の発表で参考になったことをメモに取りながら聞

かせる。 

・検証の結果、理想的なリュックの購入にはどのような

購入ポイントが大切なのか、ダイヤモンドランキングを

作成させる。 

・本時で作成したものと以前作成したものを比較させる。 

【思考・判断・表現】 

 予想される生徒の様子 目標達成のために手立て 

十
分
満
足 

自分が使用しているリュ

ックの検証を通して、社

会に与える影響や環境へ

の配慮を考えて、具体的

にリュックの購入計画を

考えている。 

・購入ポイントや SDGS を

振り返り、商品購入にど

んな情報が必要なのかを

考えさせる。 

お
お
む
ね
満
足 

・使用しているリュック

の検証を通して、理想的

なリュック購入のために

はどのような商品選択の

ポイントが大切なのかを

考えている。 

・自分が使用しているリ

ュックをよく見ることを

通して、購入する時に必

要な情報を選択できてい

たかを考えさせる。 

 

・学習の振り返りをさせる。 

・次時は、購入計画立てることを伝える。 

 

 

 

 

 
ワークシート 
 

 

 
自分のリュック 

ワークシート 

 
 

 

 

 

発表シート 

 
 

一人一台端末 

 

 
ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ワークシート 

 

学習課題 
 自分で使っているリュックの検証をしよう 

検証手順の確認 

振り返り 

リュックの検証 

 

補
説 

検証結果の発表の手

順確認 

検証結果発表 

ダイヤモンドランキ

ング作成の手順 

ダイヤモンドラ

ンキングの作成 

3）  展開
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４）指導方針 

商品選択をした時に、情報の収集・整理を適切に行

うことができていたかどうか、使用しているリュッ

クの検証を通して、よりよい購入計画が立てられる

よう評価、改善をし、主体的に問題の解決ができる

生徒の育成を目指したい。 

 

（５）授業提案のポイント 

1) 身近な学習課題の題材の設定⇒生徒の実態⇒リ

ュックを取り上げた。 

2) 現在使用しているリュックの検証⇒購入計画が

現実味を増し、主体的な消費行動を導く。 

3) ダイヤモンドランキングの活用⇒選択肢をいろ

いろな角度から見ることで、思考の柔軟性を育てる。 

ダイヤモンドランキングは、複数の物事を比較し、

順序づけることができる思考ツールの一つである。 

上にあるものほど、優先順位が上になるように設定

されていて、物事の順序づけがスムーズに行えるメ

リットがある。 

 
 図 2 ダイヤモンドランキングの例 

 出典: 12 【授業例】（中）ダイヤモンドランキン

グ (hyogo-c.ed.jp) 

 今回は、リュックの選択の際に、自分が大切にし

たいことを理由とともに明らかにすることを意図し

て利用している。次回の購入計画につなげ、主体的

に選択する経験の支援になっている。 

4) ロイロノートの活用⇒他の生徒と比較しながら

自分の考えを深めることができる。 

 「ロイロノート・スクール」とは授業支援クラウ

ドシステムで、一人一端末の活用により、教員と生

徒の双方向でのデータの共有ができ、データの比較

や意見交換ができる。今回は、各自のダイヤモンド

ランキングを共有することで、選択理由の明確化に

寄与している。 

5) 主体的で自立した消費者になるためのステップ

がわかりやすい。 

 自分の消費行動を振り返り、問題を見出して課題

を設定し、身に付けた知識・技能を生かしながら課

題を解決をする力を育成することが必要である。 

   ↓ 

自分の消費行動を振り返り、問題を見出して課題

を設定する時間を大切にしたいと考えた。 

 基礎的・基本的知識・技能を身に付けるためには、 

その力の定着のために、繰り返し学ぶ時間を確保す

ることが重要となる。 

しかし、先にも述べたとおり、中学校技術・家庭

科の授業時間は、１年生で 70 時間、2 年生で 70 時

間、３年生で 35 時間である。技術分野と家庭分野で

２等分のため、実質、１年で 35 時間、2 年で 35 時

間、３年で 17.5 時間である。週に１時間、３年生に

なると２週に１時間が現状である。さらに、学校に

より技術分野と家庭分野の時間配分が裁量に任され

ていることと、学校の事情が反映され、必ずしも週

に１時間が確保されているとは限らない。最も課題

となっているのは教員配置である。技術分野と家庭

分野の両方が正規で配置されている中学校は規模が

大きい学校のみで、非常勤講師や免許外の臨免教員

が多く担っている。技術分野も家庭分野も、学習内

容は多く、領域も多岐にわたっているため、正規で

配置されない課題とともに、臨免で担当している教

員の負担は計り知れず、早急な解決は喫緊である。 

上記の状況のなかで、わかりやすい学びのステッ

プは、生徒にも、担当する教員にも有意義である。 

 

  図 3 学びのステップ 

図2　ダイヤモンドランキングの例
出典: �12 【授業例】（中）ダイヤモンドランキング 

（hyogo-c.ed.jp）

今回は、リュックの選択の際に、自分が大切にし
たいことを理由とともに明らかにすることを意図し
て利用している。次回の購入計画につなげ、主体的
に選択する経験の支援になっている。
4）�ロイロノートの活用⇒他の生徒と比較しながら

自分の考えを深めることができる。
「ロイロノート・スクール」とは授業支援クラウ

ドシステムで、一人一端末の活用により、教員と生
徒の双方向でのデータの共有ができ、データの比較
や意見交換ができる。今回は、各自のダイヤモンド
ランキングを共有することで、選択理由の明確化に
寄与している。
5）�主体的で自立した消費者になるためのステップ

がわかりやすい。
自分の消費行動を振り返り、問題を見出して課題

を設定し、身に付けた知識・技能を生かしながら課
題を解決をする力を育成することが必要である。

↓
自分の消費行動を振り返り、問題を見出して課題

を設定する時間を大切にしたいと考えた。
基礎的・基本的知識・技能を身に付けるためには、

その力の定着のために、繰り返し学ぶ時間を確保す
ることが重要となる。

しかし、先にも述べたとおり、中学校技術・家庭
科の授業時間は、1年生で70時間、2年生で70時間、
3年生で35時間である。技術分野と家庭分野で2
等分のため、実質、1年で35時間、2年で35時間、
3年で17.5時間である。週に1時間、3年生になる
と2週に1時間が現状である。さらに、学校により
技術分野と家庭分野の時間配分が裁量に任されてい
ることと、学校の事情が反映され、必ずしも週に1
時間が確保されているとは限らない。最も課題と
なっているのは教員配置である。技術分野と家庭分
野の両方が正規で配置されている中学校は規模が大
きい学校のみで、非常勤講師や免許外の臨免教員が
多く担っている。技術分野も家庭分野も、学習内容
は多く、領域も多岐にわたっているため、正規で配
置されない課題とともに、臨免で担当している教員
の負担は計り知れず、早急な解決は喫緊である。

上記の状況のなかで、わかりやすい学びのステッ
プは、生徒にも、担当する教員にも有意義である。
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４）指導方針 

商品選択をした時に、情報の収集・整理を適切に行

うことができていたかどうか、使用しているリュッ

クの検証を通して、よりよい購入計画が立てられる

よう評価、改善をし、主体的に問題の解決ができる

生徒の育成を目指したい。 

 

（５）授業提案のポイント 

1) 身近な学習課題の題材の設定⇒生徒の実態⇒リ

ュックを取り上げた。 

2) 現在使用しているリュックの検証⇒購入計画が

現実味を増し、主体的な消費行動を導く。 

3) ダイヤモンドランキングの活用⇒選択肢をいろ

いろな角度から見ることで、思考の柔軟性を育てる。 

ダイヤモンドランキングは、複数の物事を比較し、

順序づけることができる思考ツールの一つである。 

上にあるものほど、優先順位が上になるように設定

されていて、物事の順序づけがスムーズに行えるメ

リットがある。 

 
 図 2 ダイヤモンドランキングの例 

 出典: 12 【授業例】（中）ダイヤモンドランキン

グ (hyogo-c.ed.jp) 

 今回は、リュックの選択の際に、自分が大切にし

たいことを理由とともに明らかにすることを意図し

て利用している。次回の購入計画につなげ、主体的

に選択する経験の支援になっている。 

4) ロイロノートの活用⇒他の生徒と比較しながら

自分の考えを深めることができる。 

 「ロイロノート・スクール」とは授業支援クラウ

ドシステムで、一人一端末の活用により、教員と生

徒の双方向でのデータの共有ができ、データの比較

や意見交換ができる。今回は、各自のダイヤモンド

ランキングを共有することで、選択理由の明確化に

寄与している。 

5) 主体的で自立した消費者になるためのステップ

がわかりやすい。 

 自分の消費行動を振り返り、問題を見出して課題

を設定し、身に付けた知識・技能を生かしながら課

題を解決をする力を育成することが必要である。 

   ↓ 

自分の消費行動を振り返り、問題を見出して課題

を設定する時間を大切にしたいと考えた。 

 基礎的・基本的知識・技能を身に付けるためには、 

その力の定着のために、繰り返し学ぶ時間を確保す

ることが重要となる。 

しかし、先にも述べたとおり、中学校技術・家庭

科の授業時間は、１年生で 70 時間、2 年生で 70 時

間、３年生で 35 時間である。技術分野と家庭分野で

２等分のため、実質、１年で 35 時間、2 年で 35 時

間、３年で 17.5 時間である。週に１時間、３年生に

なると２週に１時間が現状である。さらに、学校に

より技術分野と家庭分野の時間配分が裁量に任され

ていることと、学校の事情が反映され、必ずしも週

に１時間が確保されているとは限らない。最も課題

となっているのは教員配置である。技術分野と家庭

分野の両方が正規で配置されている中学校は規模が

大きい学校のみで、非常勤講師や免許外の臨免教員

が多く担っている。技術分野も家庭分野も、学習内

容は多く、領域も多岐にわたっているため、正規で

配置されない課題とともに、臨免で担当している教

員の負担は計り知れず、早急な解決は喫緊である。 

上記の状況のなかで、わかりやすい学びのステッ

プは、生徒にも、担当する教員にも有意義である。 

 

  図 3 学びのステップ 図3　学びのステップ

実際に自分が使用しているリュックを目の前にし
て、今度購入するリュックの選択理由についてワー
クシートに記述している例が図5である。

機能性や安全性といった漠然とした理由ではな

く、使うことになった時の理由が主体的に記述され
ていることがわかる。

また、「もっと知りたいこと」が主体的な行動を
導くこととなった。
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図4　ワークシート
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    図 4 ワークシート 
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５．研究の成果と課題
持続可能な社会の担い手として、今後の人生にお

ける意思決定のプロセスを想定して実践する力を育
成することが必要とすると、消費行動における購入
のプロセスを繰り返すことで、意思決定の体験を大
切にできるのではないだろうか。

人生は選択の連続である。消費行動の選択のプロ
セスとの類似を利用して、主体的な消費者としての
力を身に付ける学びを意識したい。

研究の成果としては、購入前に主体的に情報収集
するようになった主体的な行動が増している。

生徒たちは，具体的に物資・サービスの選択に必
要な情報を活用して，自分なりの購入計画を立てる
ことができるようになった。また，理由を明確に考
え，主体的によりよい購入計画を考えようとする姿
が見られた。事後のアンケートで，「買い物をする
前に情報を集めているか」と聞いた質問では，「い
つも当てはまる」・「だいだい当てはまる」と回答し
た生徒が合わせて67.3％見られ，事前の55％より
主体的に情報を収集しようとする姿が見られた。

今後に向けての課題は、リュックの購入計画の作
成の体験を、異なる商品の購入でも可能なように、
実際の日常生活の消費行動に生かせる力につなげて
ほしい。

持続可能な社会の担い手であり、経済社会に影響
をもつ消費者であるという消費者の素地を意識した
授業を今後も展開していきたい。

おわりに
本稿は、栃木県中学校技術・家庭科研究会佐野地

区の関東ブロック大会発表を意識した研究過程のな

かから「主体的な消費者の育成」をテーマにまとめ
たものである。

生徒にどのような力をつけたいのか、そのために
どのような授業をしたらいいのか。予測不可能な時
代にあって、持続可能な社会の担い手として期待さ
れている目の前の生徒たちである。家庭科はよりよ
い生活を創造し実践する力を身につける教科であ
る。

研究期間のなかで、デジタル社会の進展とコロナ
禍の状況が続き、新しい学習指導要領による教育が
始まった。様々な変化を共有しながら研究を継続で
きたことに感謝したい。何より、家庭科の面白さと
生徒たちへのエールを送り続ける家庭科教員との研
究の面白さを今後につなげていきたい。
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3)�「デジタル広告分野の取引実態に関する最終報告

書」(公正取引委員会、2021年2月)
4)�文部科学省　「ＧＩＧＡスクール構想」リーフレッ

ト
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実際に自分が使用しているリュックを目の前にし

て、今度購入するリュックの選択理由についてワー

クシートに記述している例が図 5 である。 

 機能性や安全性といった漠然とした理由ではなく、

使うことになった時の理由が主体的に記述されてい

ることがわかる。 

 また、「もっと知りたいこと」が主体的な行動を

導くこととなった。 

 

５５．．研研究究のの成成果果とと課課題題 

持続可能な社会の担い手として、今後の人生にお

ける意思決定のプロセスを想定して実践する力を育

成することが必要とすると、消費行動における購入

のプロセスを繰り返すことで、意思決定の体験を大

切にできるのではないだろうか。 

 人生は選択の連続である。消費行動の選択のプロ

セスとの類似を利用して、主体的な消費者としての

力を身に付ける学びを意識したい。 

 研究の成果としては、購入前に主体的に情報収集

するようになった主体的な行動が増している。 

生徒たちは，具体的に物資・サービスの選択に必

要な情報を活用して，自分なりの購入計画を立てる

ことができるようになった。また，理由を明確に考

え，主体的によりよい購入計画を考えようとする姿

が見られた。事後のアンケートで，「買い物をする

前に情報を集めているか」と聞いた質問では，「い

つも当てはまる」・「だいだい当てはまる」と回答

した生徒が合わせて 67.3％見られ，事前の 55％より

主体的に情報を収集しようとする姿が見られた。 

今後に向けての課題は、リュックの購入計画の作

成の体験を、異なる商品の購入でも可能なように、

実際の日常生活の消費行動に生かせる力につなげて

ほしい。 

持続可能な社会の担い手であり、経済社会に影響

をもつ消費者であるという消費者の素地を意識した

授業を今後も展開していきたい。 

 

おおわわりりにに 

本稿は、栃木県中学校技術・家庭科研究会佐野地

区の関東ブロック大会発表を意識した研究過程のな

かから「主体的な消費者の育成」をテーマにまとめ

たものである。 

生徒にどのような力をつけたいのか、そのために

どのような授業をしたらいいのか。予測不可能な時

代にあって、持続可能な社会の担い手として期待さ

れている目の前の生徒たちである。家庭科はよりよ

い生活を創造し実践する力を身につける教科である。 

研究期間のなかで、デジタル社会の進展とコロナ

禍の状況が続き、新しい学習指導要領による教育が

始まった。様々な変化を共有しながら研究を継続で

きたことに感謝したい。何より、家庭科の面白さと

生徒たちへのエールを送り続ける家庭科教員との研

究の面白さを今後につなげていきたい。 
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